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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績動向を踏まえ、2021年 5月 14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 
記 

● 業績予想の修正について 
 
2022年 3月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2021年 4月 1日～2021年 9月 30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する四半期

純利益 

1株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想(A) 百万円 
30,000 

百万円 
900 

百万円 
1,000 

百万円 
700 

円 銭 
25.65 

今回修正予想(B) 29,500 1,350 1,600 1,100 40.51 

増減額(B-A) △500 450 600 400  

増減率(%) △1.7 50.0 60.0 57.1  
(ご参考)前期第 2四半期実績 
(2021年 3月期第 2四半期) 49,632 888 1,085 668 24.82 

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2020年 3月 31日）等を第１四半期連結会計期
間の期首から適用しているため、上記の業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっております。なお、収益認
識会計基準等の適用前における今回修正予想連結売上高は 61,500百万円となります。 

 

修正の理由 
当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、電力事業において「収益認識に関する会計基準」等の適用対象と

なる取引が想定より増加したことに伴い売上高は若干下振れしました。一方、取引収益は堅調であり、電力事業、環境・
化学・機械事業において下期に予想していた大口案件の引渡時期が上期に前倒しとなったことや、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により営業活動に関する販管費が抑制されたことなどから、営業利益は前回予想値を上回る見込みとなりま
した。また、受取配当金の増加もあり、経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益についても、前回発表予想に対
して増益の見込みです。 
なお、通期業績予想に変更はございません。変更の必要が生じた際は速やかにお知らせいたします。 

 
（注）本資料は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因
により異なる結果となる可能性があります。 

以  上 

sunaka
財務会計基準機構マーク


